2017年4月1日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第1章1～10節
・引用：第6章20、21、22節
　今日新しく参加された方も『バガヴァッド・ギーター』の名前はもちろんご存知でしょうし、ご自分である程度勉強されてもいると思います。

今日の講話のテーマはサマーディであり、初めて勉強会に参加していきなりこの『バガヴァッド・ギーター』の核心となる教えについての話を聞けるのは幸運だと言えます。

我々が『バガヴァッド・ギーター』を学ぶ目的が、このサマーディです。
『バガヴァッド・ギーター』第4章のヤッギャーの中のヨーガ・ヤッギャーとの関連で、長らくパタンジャリ『ヨーガ・スートラ』について説明してきて、少し前からようやくその最後の段階のサマーディの説明が始まっています。
ヤッギャー(sacrifice:捧げること)は放棄を実践するためのひとつの方法です。

「自分が所有しているものを神に捧げる」ことがヤッギャーです。

放棄という言葉で皆さんはすぐ、「きつくて、苦しくて、嫌な事」というイメージを持ちますが、放棄とは多くの皆さんが誤解しているような否定的な行為ではありません。

放棄の実践の目的は、「一時的なものを放棄して永遠なものを獲得する」ことです。

一時的なものとは、家族、富などであり、それに対する執着を放棄するのです。
出家者とは違って家住者の場合の放棄とは、すべてを捨てて森の中に隠棲することではありません。

出家者の放棄とは内面、外面両方の放棄ですが、家住者にとっての放棄とは執着の放棄です。

ここを誤解してしまうと一回『バガヴァッド・ギーター』の勉強会に参加して、次からは参加しなくなります。

家住者に対して家族を捨てろと言っているわけではないので、心配しないでください。

永遠なもの、絶対的なものを得るための放棄がヤッギャーであり、ヤッギャーにもいろいろ種類がある中でヨーガ・ヤッギャーに関連のある『ヨーガ・スートラ』ついて説明してきました。

ヤマ、ニヤマ、アーサナ、プラーナーヤーマ、プラッティヤーハーラ、ダーラナー、デャーナを説明してきて、今は最終の教えであるサマーディについてお話ししています。
これが今日の講話に到るまでの流れです。

サマーディについてなぜ詳しく説明しているのかを理解してください。

前回の講話でスカム(喜び)について、ウッタマム・スカム(質的に最高の喜び)、アッテャンタン・スカム(量的に最高の喜び)の話をしました。
聖典の中でサマーディについてなぜこのウッタマム・スカム、アッテャンタン・スカムという二種類の表現が用いられているのかと言えば、それは皆さんのやる気を喚起するためです。

皆さんは例外なく喜び(スカム)が欲しいはずであり、苦しみ(ドゥフカ)を求める人はいません。

精神医学的な例外はサディズム/マゾヒズムであり、これは他人が苦しむ姿を見て喜んだり、自分が抑圧されることが喜びだったりします。
しかしこれはタマス的な人間の心の病気です。

普通の人は喜びを求めますし、もっと進んだ人は他人も喜びの状態であってほしいと願います。
我々が喜び、至福、幸福、平安を好むことに異論のある人はいないでしょうし、これらは言葉は違うものの、ほぼ同じ状態を指していると思います。
問題はこの喜びの状態はどこを探せば得られるのかを皆さんが知らない、ということです。
間違った方法で喜びを求めているのです。

「私は喜びが欲しい！　それを追求する！」と言うことには何ら問題はないのですが、皆さんはそれを誤ったやり方で探しています。

そして臨終の床で、「私は一生懸命喜びを探し求めたが、結局それは見つからなかった。苦しみだけで終わった」と後悔することになります。内省してみてください。

富や、家族や、名声を求め、いろいろな方法でトライしてそれを得られたとしても、本当の喜びは得られませんでした。ここで言う本当の喜びとは、安定した喜びのことです。

何ひとつ喜びが得られないということではないのですが、得られたとしてもそれはまたなくなります。

ですから『バガヴァッド・ギーター』の中では、皆さんがサマーディを求めるための刺激となるように、ウッタマム・スカム、アッテャンタン・スカムという言葉を使っているのです。
安定した永遠で絶対の喜びを得るためには、サマーディを経験する以外の他の方法はありません。ですから聖典にはサマーディについての詳しい記述があるのです。

前回ウパニシャッドの中の喜びの基準について話しました。

地上で得られる最大の喜びを基準にして、上位の世界に行くにつれその喜びは100倍、さらまたにその100倍と大きくなっていきますが、一番上の世界で得られる喜びよりもサマーディの喜びの方が大きいと説明しました。
これも皆さんにサマーディを求めようというやる気を起こさせるためであり、そこを理解していないと何のためにウパニシャッドから引用したのか、その目的が分からなくなります。
我々普通の人間の人生とこの勉強会で学んでいることにどんな関係があるのか、はっきり理解しておいてください。
我々が今生でサマーディに到達できるとは限りませんが、できる限り霊的に進んでおきたいのです。我々は輪廻転生を信じており、今生で得られた霊的成果は来世にも生きるからです。

さらに特別な人は神の恩寵や本人の努力などによって、今生で解脱することもあり得ます。
目的が分からないままでは学習意欲が湧かず、すぐに居眠りをしてしまいます。

一回だけ顔を出してはみたものの、次の勉強会にも参加しようという気は起りません。

本当は『バガヴァッド・ギーター』には皆さんの人生と深く関係のあることが書かれていて、その教えは皆さんの人生を支えてくれるのです。

このことを理解して『バガヴァッド・ギーター』の勉強に取り組んでください。
今日の勉強に入ります。

第6章20節を読んでみましょう。
ヨーガの実修によって心を完全に支配し得たとき、真の平安は得られ、自我の中に真我を見出すことができたとき、自我は真の満足を味わうことができる。//20
普通の喜び(楽しみ)の対象とは、食事、景色、歌、音楽、友人、妻や夫、子供たち、などです。

しかしこの20節で説明されている喜びは、これらとは違います。

喜び(至福)の対象は自己の魂であり、それは外ではなく自分の内側にあります。

安定した喜び(ウッタマム・スカム、アッテャンタン・スカム)が欲しければ、心を引き戻して喜びを探す場所を外から中に方向転換しなければなりません。
20節の　アートマニ　トゥッシヤティ(atmani tusyati) のトゥッシヤティとは「喜ぶ」と言う意味であり、その喜びはアートマンの喜び、つまり内なる喜びであることを表しています。
訳語は　自我は真の満足を味わう　となっています。

普通の人と賢者とでは、喜びを探す方法が正反対です。

麝香鹿(ジャコウジカ)はその馥郁とした香りの発生源が自分の体内にあるのに、それを知らずに外を探し回ります。
最近私は二年ぶりに韓国に行きましたが、以前そこでの大きな国際会議に参加した時にサポートしてくれた若いボランティアの女性と再会することが出来ました。

彼女はその時私が話したこの麝香鹿のたとえがとても印象的で感動して涙が流れた、と私に話してくれました。至福の源は我々の内側にあります。

この　自己の本性(真我)にのみ満足する (アートマニ  エーヴァートマナー　トゥシュタハ:　Atmany evatmana tustah 第2章55節)というアイデアは、『バガヴァッド・ギーター』のいたるところに見られます。
「自分が自分に満足する」(I am satisfied with myself)と言う時、普通の人と賢者でこの満足を与えてくれる [自分]が違います。
Ｍｙｓｅｌｆ　　　普通の人

ＭｙＳｅｌｆ　　　賢者

Ｓが大文字になっているのは、それがアートマン(魂)であることを表します。

皆さんは感覚の喜びを求め、賢い人は霊的な喜びを求めます。

(pleasure of sense   vs   spiritual pleasure)

次に第6章21節を見てください。
その境地にある人は、普通の感覚ではなく純粋の知性によってのみ感じ得る最上の歓喜を味わうこととなり、真理から決して離れることはない。//21
ここでは スカム　アーッテャンティカン(sukham atyantikam)と言う表現が出てきますが、アッテャンティカン(Atyantikam) はアッテャンタン(Atyantam)と同じ意味の形容詞です。

(註:この箇所は後日訂正があり、講話内容を修正しています。当日の参加者でノートを取った方は注意してください)
さらにこの節にはアティーンドリヤム(Atindriyam)という言葉も出てきますが、これは
Ati – indriyam と二つの部分から成り立っています。

Indriyam は「感覚の」と言う意味で、Ati　によってそれが「感覚を超越した」と言う意味になります。翻訳では「普通の感覚ではない」となっています。

インドリヤム　スカム　は普通の感覚の喜びのことであり、目、耳、鼻、舌などの感覚器官の対象となる喜び、たとえば美しい景色(- 目)、よい音楽(- 耳)などのことです。
感覚を超越した アティーンドリヤム は英語で表現すると、super-sensory となります。
普通の感覚を超越しないと、ここで語られている「最上の歓喜」(至福)を得ることはできません。アートマンは感覚ではありません。
普通の感覚を超越して、アートマンのレベルまでこの喜びを探しに行かなくてはなりません。

アッテャンタン・スカムの源は感覚の喜びではないことを、はっきり理解してください。
この点に関して何も混乱はありません。至福は魂の喜びなのです。

しかし魂の喜びが存在することすら知らない人が大勢います。

普通の人にはこの喜びの経験もありませんし、これについて学ぶチャンスもないのは残念なことです。

まずは至福が存在するということを聞き、次にそのことを理解し、そしてそれを探し求め、最後にそれを経験する、というステップ・バイ・ステップのプロセスになっています。

少なくとも今日参加している皆さんは、最初の段階の「至福について聞く」という幸運には恵まれています。一般の人は今日皆さんが聞いている話について知りません。
『バガヴァッド・ギーター』にはどのようにして至福に到達するのか、そのための実践(苦行など)について書かれています。

ただ至福をイメージしていればそれが得られるわけではなく、感覚を超越するための実践が必要です。そのためにヤマ、ニヤマ・・・と順を追って説明してきたのです。

ヤマからハイジャンプのように一足飛びでサマーディに到達することは出来ず、一歩一歩高い山を登るのにも似た地道な実践が必要です。エヴェレストの山頂がサマーディです。

このことを理解せずに、ギャーナ・ヨーガ関係の本を少し読んだだけで、自分もすぐサマーディが欲しいと考える人がいますが、それは無理です。頭をおかしくしてしまいます。

親切、話の抑制、欲望と感覚のコントロール、心をきれいにする、瞑想や呼吸法、心を引き戻す、などこれまで説明してきた『ヨーガ・スートラ』の教えの目的は、感覚を超越して魂の喜びを得ることです。
そしてこの魂の喜びはどのレベルで感じられるのかといえば、それは知性(ブッディ)のレベルにおいてです。

誤解しないよう言っておきますが、ここで言う知性とは普通の意味での知性ではありません。

とても純粋な知性のことです。

我々一般の知性とは、タマス的あるいはラジャス的な知性です。

これを純化してサットワ的にしなければなりません。

サットワ的知性がここで言うブッディであり、それはたとえてみると鏡のようなものです。

鏡の表面が汚れて曇っていては、太陽の光を反射することはできません。
鏡と同じくブッディも物質で、それ自身では光を発することはできませんが、アートマンを反射するのです。月が自分で光っているのではなく、太陽の光を反射しているのと同じです。

月の光で我々は本を読んだり夜道を歩いたりできますが、その光の源は月ではなく太陽です。

我々の知性もアートマンを反射することができますが、そのためには清らかになっていなければなりません。清らかな知性によって、ウッタマム・スカムもアッテャンタン・スカムも経験することができます。

21節には　ブッディ・グラーッヒャム という言葉があり、純粋の知性によってのみ感じ得ると訳されています。

最上の歓喜は感覚のレベルでは反射できず、知性のレベルで反射できる(感じられる)のです。

先ほどからずっとここでの知性という表現が普通の知性ではなく、純粋な知性を意味していることを説明しています。
シュリ・ラーマクリシュナは、「純粋な心、純粋な知性、そして純粋なアートマン、これらはひとつのものである」と語っています。

今の我々の心と知性は不純であり、アートマンと全く別のものになってしまっています。

しかし心と知性が純粋になれば、それらは皆アートマンとひとつになります。

以前サマーディから戻ってきた人の状態を、「肉体の中にいながら本当は肉体の中にいない　(デーハスタ　アピナ　デーハスタ)」と説明しました。

あなたが今私の目の前に座っていたとしても、それはあなたの肉体が存在しているだけで、もしあなたの心が家のこと、友人のこと、この講話の後のスケジュールなどについて考えていたら、あなたは心のレベルでは存在していないのと同じです。
教師の話に興味のない生徒にはごく普通に見受けられる状態です。
授業に出席していないと進級できないので肉体は教室にいますが、頭と心は別のところに行っています。
これと同じように純粋になった心と知性は、心がありながら心がない、知性がありながら知性がない 状態なのです。

我々が心、知性という言葉を使う時、それは我々が経験できる普通の意味での不純な心や知性であり、純粋になった心や知性はもはやこの通常の心、知性といった言葉では表せません。

ですから、「心があって心がない、知性があって知性がない」ということになるのです。

我々は一種類の心や知性しか知りませんが、識別すると賢者は我々と別の種類の心や知性を持っていることが分かります。知性には二種類あるのです。
純粋な知性はアートマンを反射します。

21章では 真理から決して離れることはない という表現も出てきますが、なぜ一度サマーディを経験するとそこから離れなくなるのでしょうか？

たとえばＭさんは5年近くシュリ・ラーマクリシュナのそばにいて、何度となくシュリ・ラーマクリシュナを見ていますが、次のようにコメントしています。

シュリ・ラーマクリシュナは一秒たりとも神の意識から離れなかった

イエスも同じではありませんか？
普通の人間には理解しがたいことです。

我々は瞑想の時には神を想い、聖典の勉強では神について聞きますが、それ以外の時間は世俗的な事を考えており、心の状態は時間によって変わります。

シュリ・ラーマクリシュナや彼と同じレベルの人達の特徴は、彼らも我々と同様食事をし、睡眠を取り、時には怒り、口論もしますが(ラーマクリシュナと甥の間の子供っぽい口喧嘩など)、彼らは一瞬も神意識から離れません。我々には想像するのが難しいですが、これは事実です。
スワミ・ヴィヴェーカーナンダもホーリー・マザーも悟った人達は皆同じであり、彼らの心のある部分は常に神とつながっています。

反対に我々の心は100%世俗的になっていて、ある時わずかな部分だけを神に向けます。

(神の話を聞いている時には、心の世俗的な部分は少なくなっているかもしれませんが)

日常生活においても心の大部分が神とつながっていることは非常に難しいことであり、またそうであるかないか、外見上は普通の人との違いは分かりません。

悟った人はその内部でいつも神と触れていて、彼らには堕落するということはありません。

以前の状態に戻ることはありません。

たとえばサットワ、ラジャス、タマスの三性質がありますが、一番高いサットワの状態であるのは良いのですが、そこからまたラジャス、タマスへと後退する可能性があります。

サットワ的状態になるのが人生の目的ではなく、そのサットワも超越しなければなりません。
日本語にも「河童の川流れ」、「猿も木から落ちる」、「弘法にも筆の誤り」などのことわざがあります。
武士が使う剣は鉄で作られていますが、もし何かの魔法でそれが金の剣に変えられたなら、金の剣で人を傷つけることは出来なくなります。

もう少しわかりやすい例を使います。

ミルクを水に混ぜるとそれはどんどん薄められ、水の量が多ければしまいには水と同じになります。

しかしもしミルクがバターになっていたら、それを水の中に入れても変化しません。

一度バターになったものはまたミルクに戻ることはありません。

シュリ・ラーマクリシュナはその福音の中で人生の目的として、「バターのようになってください」と言っています。

悟った人はバターと同じであり、彼の周りに普通の世俗的な人々や時には罪人が集まって来ても、何も影響を受けません。

一度悟った人はまた以前の状態に戻らないということを説明しているのですが、ここで言う悟りとは、「本当の悟り」のことです。

次に『バガヴァッド・ギーター』中でもとても有名な22節を読んでください。

これに勝るものはないという至高の境地に達すれば、たとえいかなる困難に遭おうとも、ヨーギーの心は少しも動揺することがない。//22
皆さんはこの状態を欲しいとは思いませんか？
喜びが得られるだけでなく、たとえ苦しみに遭ってもその影響を受けずに傍観者でいられるのです。サマーディの状態は肯定的、否定的二種類の表現で説明されています。

肯定的な表現は「最高のもの(富)が得られる」であり、それが得られればそれ以外のものを求めようとしなくなります。もしあなたがあるもの得ているのに別のものも欲しいなら、あなたが今得ているものは最高のものではありません。
否定的な表現では、「周りに苦しみや悲しみの原因となるものが存在していても、自分はそれに全く影響されない」ということになります。
いくつかのたとえを挙げるので、イメージしてみてください。

・乗っている船が深い河で沈没しても溺れない

・消防士が火の中に飛び込んで行っても火傷を負わない
・とげだらけの茂みに入って行っても傷つかない

最高の富を得られる、最も困難な状況にあってもその影響を受けない、この状態になりたいと思いませんか？
普通の人は困難を避けたいと考えますが、悟った人は気にしません。

何の心配もしていないからです。

良い状態/悪い状態、喜びの状態/苦しみの状態、どちらであろうが構いません。

さらに困難な状態に影響されないという例を挙げます。

シャンカラチャーリヤは、「サマーディを経験した人は武器で攻撃されても痛みを感じない」と言いましたが、有名な具体的実例があります。

普通の人は麻酔なしでの外科手術には耐えられません。

スワミ・トゥリヤーナンダジは背中に膿瘍(abscess)がありましたが、それを切開することになりました。

膿瘍は根が深くて大きく、大掛かりな手術になるため医師は麻酔を使おうとしました。
しかしトゥリヤーナンダジは麻酔を拒否し医師に対して、手術開始の5分前になったら知らせてくれるようにと言いました。

麻酔なしで手術は始まり、手術時間は40分～1時間にも及びました。

手術の間トゥリヤーナンダジは普段と全く変わらず、お喋りをし、冗談を話していました。

医師にとって麻酔を使わないのに患者が一度も痛みを訴えることのないこのような経験は全くの初めてだったので、自分の目で見たことが信じられませんでした。

医師が手術の終了を告げるとトゥリヤーナンダジは、「終わりましたか、あー痛い！」と声を上げましたが、それは本当に痛かったわけではなく、痛いふりをしただけでした。

なぜこんなことが可能だったのかといえば、それはトゥリヤーナンダジが悟った人だったからです。少し考えてみてください。
皆さんはとても肉体意識が強いので、本当の私は魂つまり意識であり肉体は物質、また一方は実在でもう一方は非実在、というふうに両者は水と油あるいは昼と夜のように全く違うのに、それらを同一視しています。

病気は肉体の病気なのに、それを私の病気と考えてしまいます。

体が痛いだけなのに、「私は痛い」と言います。

無知のせいで肉体と自分を同一視していますが、悟った人にはこの同一視はありません。

とても簡単に説明できます。
体の病気は体の病気、心の苦しみは心の苦しみであり、私の病気、私の苦しみではないのです。

悟った人にとっては、物を見る時は私が見ているのではなく目が見ているのであり、音を聴く時は私が聴いているのではなく耳が聴いているのです。

死ぬ時は肉体がなくなるだけで、私は滅びないのです。

トゥリヤーナンダジが手術で痛みを感じなかった理由が分かりましたか？

トゥリヤーナンダジにとって手術は肉体の手術であって、[私]の手術ではなかったのです。

「私は魂である」ということを口先で言うだけでなく、また単に想像するだけでもなく、実際にその状態で生きている人がいるのです。

悟った人にはそれが出来て我々にはできないのは、肉体と魂を同一視しているからです。
苦行によってこの二つを切り離すことができるようになるのですが、もとからこの二つは別々のものです。

我々は無知のために誤った同一視をしているのですが、そう思い込んでいるだけで、本来肉体と魂はひとつにはなり得ないのです。

困難、苦しみ、痛み、欲望、執着、失望、など我々のすべて問題の原因は、我々が自分の本性が魂であることを忘れ、自分を肉体や心と同一視するからです。
苦しみ悲しみについて話してきましたが、サマーディの喜びはどんな世俗的な富、たとえば世界一の財産、世界一の豪邸、世界一の自動車にも勝ります。

これらは魂の喜びに比べればすべて小さなものです。

悟った人にとってすべての世俗的な楽しみは、土で出来た人形のように無価値なものです。
どのようにしたらやる気が起こり、一歩一歩成長していけるのか、タマス的な人を例に取って

考えてみましょう。

彼は眠ることが大好きで、8時間以上眠りたいと考えます。

もし彼がお金を稼ぐことで良い食事、良い衣服など、今彼が味わっている睡眠の喜びよりもっと大きな喜びを得られると知ったなら、彼はそのために働き始めるでしょう。

喜びが、タマス的スカムからラジャス的スカムへ、と変化するのです。
ラジャス的スカムを得ていてもそれに飽き足らない人は、サットワ的スカムを得ようとします。

そしてサットワ的スカムは得られたけれど、それが安定した幸せではないと考える人が、サマーディを求めるのです。

サットワ的スカムも超越しないと、サマーディに入れないのです。
どうしたらサマーディに到達できるのかという基本的な質問に対しては、「これまでずっと説明してきたヤマ、ニヤマ・・・の教えを実践してください」という基本的な答えになります。
基本的な質問に対しては基本的な答えしかないのです。
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